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紙■ 申請人が求める公害防止協定にっぃて

■ 界算配慮条項の目的
(1)被申詰人は、申請人が経営する宿泊施設が、大鹿村の豊かな自然、1静誰な環境、
季節.折 の々地7EIミ構を求めて来訪する観光客春に体‐拠し1ていることに鑑み、以1下のとお
り、環境保全のため|の対策を講じぅものとする9
(2)本未現で想定oれている対象は、環境アセスメン,卜に掲載されている、上蔵非常
甲:及びヤード:本件土地の環境保全に関する以‐下の事項|とする。
① 騒音,振動対策‐

予彗されう騒音。娠勲の程度、1騒音 ,振動対本の内容
② ,人気質対策[

大気質の根1定にっぃて,大気質対策の内容
③ 粉じん・残土の緊散防止対策
1積み込み場所での売浄計画‐排水の処理について
はるがけの方法にっいて
① その他 本条t(1)に照らして環境界全上必要と議‐められる事項

2 検証委員会の設置
(1‐ )申請人と被申請人は、前条の環境保護対策について検討するため、検証委員会 (黙
下「委員会」とぃう)を設ける。

(2[)委員会は:人に掲げう役吉1を負う
一 前条に定める環境保護対策の策定:

一 協定書締結前のャ‐ド内の見学、検証
二 被申請人らに,よって用I=される訊明会午どの俸聴と検証及び評価
三 環革保護対策のIE握と評価、再契約時の協定書の見直し―、また被申請人によ
って行なわれる工事のモ|ニタリングの実施.

四 申請人と被中請人は、 1年ごとに委員会を開き、本件工事が本協定書の目的
に適った内容かを協議Ц 必要であれば条項更新などを―提案する。

(3‐)中請人及び村内外の有識者●名以内で構成.し 、́委員は申請人が指名する。申請人
が必要|する人物を他に3名 まで指名する事ができる9
(4)申 請人が1本件用地に係る疑間ゃ問題、損害が生じた場合、中請人は委員を招集し
村同伴のもと検証機会を被申請人らに求める事ができる6被申請人はそれ口麻じる義務
を負い.、 本.められた情報を開示する。また被申請人は委員の1招集経費を負担‐する。
― 招集経費は、委員1各あたり

「
当102o00 Fl、 派費及び滞在費を指す。

三 申請人!ま領llx書をも:らで彼申請人に報告:し ,ゞ 被:申:請人tよ月末限‐り、申請人人曼
継う。



(5)申請人及び委員会が知り得た情報を第二者に公開することを被申請人らは妨げ
ることはできない。

3 迂回ルート:禾」用目的の限定
被申請人は、本件土地を本件工事によっ,てット出され:る残土を運搬するためにのみに
不J用 し、そォ

´
暉外の目自,~c不lltjする事|を禁レ|るも

4 本件用地の運用開始にお |する条件「

被申請本は、黙下の争子を中請1人に報告し本諾在得ぅ義務を鋳
一 二回ィレートの難 開通
二 本残土置き場の確定

5 利用計画書等の:提出
(1,,)被申請人は、申請人及び委員会に対し、上蔵非常流:ロヤポ1ド内の見学を実施し、
本体土地の利用計画書並びに周辺の環算際護対策計画書 1ヽ走行計画書を提出し1、 中請メ、
のT本を得|な |すればならない。
(2)「利1用計L14~割|とは、意回ルートの本件上地の設計系図・
〔3)「走行計画書Jと l~l残土運般車両及び資機材運搬車料の:通行台数の通行する時間
帯‐通行台数を午革ごと月‐青1りの台数で爆聾           中
(4)「被申請人ら|ま、本契約の期‐耐1満了に備れて新たに貸貸借契約1を,締結‐する際、ヨt凛
に定める利用計画、及び環境R護対策計画、動 遵守状況を報告し、新岸
な利用計画■環境保護対策計画を―、申‐請人と被申‐請人ら蘭:で検討■協議する機会:

を設けなければな―らない。

なお、申請以 び村民ゆ―日常的なモ:ニタッ|´グのデータを被申請人は確認し、押J
用計画などに反映するものとする。

6 違反行為の調査
被申請人に本協定で定めた事項に,つき、違反が疑|れれるような場合、1申請人は委員
会を招集し、被申請人らに説明と同行検証を求める事ができ、被申請人はそれに応じ
るものとす

~る
。

7 1通過可能台数

たT量更會継番1∬コl菫11ち基亀「「::こ塾碁11'fil]:.:最語!:入なfl
事車lILlの連行台数低減、:工事車両の運行計画へ■配慮に努める:。



/

8 本件土地の利用時間
被申請人の工事車両が大鹿村村内を通過することが|できる時間は、次項で定めた日

をので 平ヽ日の午前10時から午後13時までと
il●
,

9 工事予定表の提出1繁忙期の通行の禁■L
被申請人は工事予定を記入'し1たェ事手定表を87月 ご

iと

'こ

作成し:、 中請ィたに提出す

るRI中請人|す、1寺に醍慮すべき目がめるとさ|は そヽの「lヶ月前までに被申請人に中し

出る.こ ととし―、被申請人は作業内容や工事用車両のコ計議糧1運行時間等について、
申請人及び大鹿村の観光業に,支障が生 しな.ぃ、よう :ゝ特象の事 1晴がな |」颯り、その要望

11応|じうものこする。
ただ:し、土日、祝ぶ日、及び下記の日程に?,｀■は|、 1書内作業の|みとし、本件土地
を大型工事車両は通行しないもめとする。.

0 4月 _29日から5‐詢15日 lまで'|ヽおゅる|ゴ■ノンデンウィーク)
l② 尋月111員から同二15日 |まで,Cいわい0お飾 み)
③ 9月第1週の連体 0ぃわゆるシ71バ■タィ:■|夕 )
④ 12月 130日から1■ ■自(年納 合,

ユ:0 工専用事画等の連度市J牌等と発生業:ヽ J「小0螺.賄上対:策
(11)大鹿村内を走行する運搬車lllの速度は、1,輛 け́|と

ヽ
するものとすぅ場」

(,)被申請人が発生上を達工する,峠には)検付の
―
纂下‐・散il講上の|ため、ll■をS.方向

か,らかぷせ固ます|うち―のと■
‐
る、

(3)被 F巨詰1人‐ら
'工

1成上運搬車両の夕:イヤ(と下部を,轟浄ヤる血訳/ir小渋′け卜常ロヤー
ド出日|け近に設ける。

(4)薇申‐請人は、追積‐載を予防する甲11で員口′に車量計を設闘 |る♀
01)本条第1項から第4項ま―でに定や0事項l~■申請人及び本鹿村ソニア連絡協議会に
幸腱告「■る.ものとする。

1(6.)前項までの事項が遵守されているかを確認するため、被申詰人らは、中請人及び
検証委員が掘11現場や本件土地を視察するこtとを妨げ

~Cは
ならない。

(71)防上対・策に関し・ては、,被中‐請人のみでなく、建設工事に携わう全事業者を対象と
するこ.と。

以上


